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こ
の
八
年
近
く
、
内
政
、
外
交
の
諸
課
題
に
全
力
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い

念
な
が
ら
多
々
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
、
様
々
な
課
題
に
挑
戦
す
る
中
で
、

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

経
済
最
優
先
で
、
働
き
た
い
人
が
働
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
。
二
十
年
近
く
続
い
た
デ
フ
レ
に
『
三

本
の
矢
」
で
挑
み
、
四
百
万
人
を
超
え
る
雇
用
を
つ
く
り
出
し
ま
し
た
。
成
長
の
果
実
を
活
か
し
、
保
育
の
拡
充
、

教
育
無
償
化
を
実
行
し
ま
し
た
。
更
に
は
働
き
方
改
革
、
女
性
活
躍
、
全
世
代
型
の
社
会
保
障
改
革
。
二
億

総
活
躍
」
の
社
会
に
向
か
っ
て
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

福
島
の
復
興
な
く
し
て
東
北
の
復
興
な
し
。
東
北
の
復
興
な
く
し
て
日
本
の
再
生
な
し
。
そ
の
思
い
で
、
政
権

発
足
以
来
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

本
日
、
安
倍
内
閣
は
総
辞
職
い
た
し
ま
す
。

外
交
”
安
全
保
障
で
は
、
集
団
的
自
衛
権
に
係
る
平
和
安
全
法
制
を
制
定
し
、
助
け
合
え
る
同
盟
は
か
っ
て
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残
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達
成
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き
た
こ
と
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和
二
年
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ど
う
か
、
次
な
る
内
閣
、
新
総
理
に
対
し
て
も
、
国
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
私
も
、
一
議
員
と
し
て
、
新
体
制
を
支
え
て
い
く
。
引
き
続
き
、
日
本
の
未
来
の
た
め
、
全
力
を
尽
く

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

全
て
は
、
国
政
選
挙
の
た
び
に
力
強
い
信
任
を
与
え
て
く
だ
さ
り
、
私
た
ち
の
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
い
た

国
民
の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
改
め
て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
大
変
厳
し
い
時
に
も
、
至
ら

な
い
私
を
、
変
わ
る
こ
と
な
く
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
く
強
固
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
普
遍
的
価
値
を
共
有
す
る
国
々
と
手
を
携
え
、
積
極
的
平
和
主
義
の
旗

の
下
、
『
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
地
球
儀
を
傭
鰍
す
る
外
交
を
展
開

す
る
中
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
日
米
貿
易
協
定
が
成
立
し
、
自
由
で
公
正
な
経
済
圏
を
世
界
へ
と
広
げ

る
た
め
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

国
民
の
皆
様
。
八
年
近
く
に
わ
た
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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